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特集:構 築 主義批判 ・以後

構 築 主 義 批 判 ・以 後

2007年 度大会シンポジ ウム企画担 当 浜 日出夫

 個人的な経験か ら話 をは じめることをお許 しい ただ きたい。慶磨義塾大学で担当 してい る知

識社会学の講義では、毎年 、博物館におけ るモノを集 める ・並べ る、それ を見 るといった活動

と相関 して歴史 が構築 されている とい う話を している。は じめはそれ な りに手 ごたえ も感 じた

が、 しだいに学生 たちの反応 が鈍 くなって きた よ うに感 じていた。 そ こで数年前知っている学

生 に聞いてみた ところ、「そ うい う話 ってよ く聞 く じゃないですか」とい う返事であった。どこ

の講義で も、ジェンダーやセ クシュア リテ ィ、エスニシテ ィ、社会問題 、感情 な どが社会 的に

構築 され るとい う話 を聞か されていて、「どうだ、知 らなかっただろ う」と得意 げなのは教員 ば

か りで、聞か され る学生 のほ うは 「またか」 と食傷気 味 とい うことの よ うであった。

 そ して、北 田暁大 さんの 「構築 され ざるものの権利 をめぐって」(上 野千鶴子編 『構築主義 と

は何か』勤草書房、2001年)や 浅野智彦 さんの 『自己へ の物語論 的接 近』(勤 草書房 、2001

年)が 出て、 「構築 され ざるもの」 「語 りえないもの」に着 目す る構築主義批判 が登場 して きた

のもちょ うどその ころであった。

 それか ら数年がたって、現在 では、一方で構築主義的な認識 が、少 な くとも社会学を専攻す

る学生あた りまでは うす く常識化 して広がってお り、他方で構 築主義批判 のほ うもいわば 「発

展学習」 として教 え られ、大学院生 レベルでは こち らも常識化 して、両者 が拮抗 し膠着 してい

る状態で あるよ うに思 われ る。

 2007年 度 大会 シンポジウムで 「構築 主義批判 ・以後」を企画 したのは このよ うな状況認識 か

らであった。以下は幹事会 に提出 し、あ らか じめ報告者 ・討論者のみな さんにもお送 りした企

画趣 旨の文章であ る。 どのよ うな依頼 を して報告者 のみな さんが報告を考えて くだ さったのか

を書いてお くほ うが フェアであろ うと思 うので再録 してお く。

 「90年 代 に入ってか ら、社会 問題 ・感情 ・ジェンダー ・セ クシ ュア リテ ィ ・エスニシティ ・

歴史な どを社会的 に構 築 され たもの として とらえる構築主義がめ ざま しい成果を挙 げてきた。

これ に対 して90年 代末 ころか ら 「構築 され ざるもの」 「語 りえない もの」を強調 す る構築主義

批判がはなぱな しく登場 して、現在 は両者が拮抗 し膠着 してい る状態 である と思われ る。 この

シンポジ ウムでは この膠着状態 か らの出口をさぐる ことをね らい とす る。報告者は次の3名 の

方 である。

 鈴木智之氏(法 政大学)は 、フランクの 『傷ついた物語 の語 り手』の翻訳 を通 して構築 主義

批判 の流れ に樟 さして こられたおひ とりである。
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 岡原正幸氏(慶 磨義塾大学)は 、以前は感情の構築主義の立場でお仕事をしてこられ、現在

は(戦 略的)本 質主義の立場に転 じられたようにみえる。

 野口裕二氏(東 京学芸大学)は 、構築主義を推進する立場で研究を続けてこられ、構築主義

の内部で構築主義批判を乗 り越えようとしておられる。

 構築主義批判をめぐって三様の対応 をしてこられた3名 の報告者の方にそれぞれのお仕事を

振 り返っていただくとともに、今後を展望 していただくことを通 して、全体として 「構築主義

批判 ・以後」を展望したい。

 討論者は、構築主義と親和的なウィ トゲンシュタイン派エスノメソドロジー(論 理文法分析)

の立場で仕事をしてこられた浦野茂氏 と、暴力や感情に照準 しつつ、自ら構築主義批判 ・以後

を模索 してこられた奥村隆氏にお願いしている。」

 企画趣 旨には書いていないが、3人 の報告者 の方 につい ては、それぞれ構築 主義世代、構築

主義批判世代 、間に挟まれた世代 の代表 とい う位置づ けを頭のなかで描 いていた。とい うの も、

構築主義 と構築主義批判 の関係 は世代間闘争 とい う側面 を持っているのではないか とい う感触

を持 っていたか らであ る。野 口裕二 さんは私 とほぼ同世代であ り、実証主義者であった 自分た

ちの先 生の世代に対 して構築主義 を選択 した世代 であった。 私たち と鈴木智之 さん とは10歳

ほ どしか離れていないが、企画趣 旨に も述べ たよ うにこの10年 間の社会学理論 をめ ぐる状況

の変化 は急であった。 岡原正幸 さんはち ょ うど間に挟 まれた世代 である。

 この特集には、3人 の報告者だけではな く、おふた りの討論者 か らも論文 を寄せ ていただい

た。 シンポジ ウム当 日は悪天候 にもかかわ らず 、三 田社会学会 として は異例 と言 って よい80

名 ほ どの方が参加 して くださった。 フロアも交 えて議論 は熱 を帯びた。 学会 のシンポ ジウムを

企画 した り参加 した りして、「うま くい った」「お も しろかった」と思 うことはめった にないが、

この シンポジ ウムはこの点で も異例 であった。おそ らく 「構築主義批判 ・以後」 とい うテーマ

が今 日多 くの人 に とってア クチュアル なもの と感 じられ てい るか らだろ う。構築主義 と構築主

義批判 とは今 日強い磁場 を形成 していて、 と りたててこの よ うな話題 に関心 を持たない人 をも

捕 らえて、ある磁力 を帯び させ て しま う力を持 ってい る。3人 の報告者 の方は この磁場 のなか

で今 日社会学者 として取 りうる(大 げ さに言 えば)身 の処 し方 を くっき りした対照 を描 きっっ

鮮やかに示 して くだ さった。各報告の内容 につ いては、奥村 隆 さんが見事に要約 して くだ さっ

ているので くりかえ さない。浦野茂 さんが 「構築主義批判 ・以後」 とい う問題設定そ のものに

対 して示 されたアイ ロニー も含 めて、 このシンポジウムは 「構築主義批判 ・以後」の現在 を示

しえたのではないか と企画担 当者 と して 自負 してい る。報告者 と討論者 、参加者 のみな さんに

お礼 を申 し上げたい。 この特集が 当日の会場 の熱 をす こしで も伝 えることができていれば幸い

である。

(はま ひでお 慶磨義塾大学文学部)
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